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この新資料展示では、令和３年度に寄贈された歴 

史・民俗資料と、新たに発掘した埋蔵文化財をご紹 

介します。特に今年度の歴史・民俗資料コーナーは 

少し趣向をかえ、一見バラバラにみえる展示資料に 

小さなテーマとメッセージを込めました。 

終わりの見えない新型コロナ、世界各地で起こっ 

ている紛争、年々深刻さを増す自然災害......。ここ数 

年、私たちの生活は見えない緊張感にしばられ、ず 

っと非日常が続いているような気がします。そんな 

不安定な今だからこそ、私たちが何気なく使ってい 

たものや何気なく過ごしてきた場所、空気のように 

隣にいた人のことなど、「あたりまえの日常とは何 

だったのか」を改めて考えてみませんか？

 

 

歴史・民俗資料コーナーで、今回設けた小さ

なテーマは、①「コロナ・日常の喪失
そうしつ

」、②「戦

争の記憶」、③「祈りのかたち」、④「基地と暮 

 

らす」、⑤「学びの場」、⑥「ふつう時々ハレ」、

⑦「私たちが守りたいもの」の７つで、５０点

ほどの新資料を展示します。 

いくつか紹介すると、新型コロナの感染・拡

大にともない、「鎌ケ谷市民まつり」は令和２年

（2019）から３年連続で中止となりました。「相
そう

馬
ま

野
の

馬
ま

追
おい

」でみられた勇壮な騎馬
き ば

武者
む し ゃ

行列の再

開が待たれます（「コロナ・日常の喪失」）。また、

急速に普及したエコバッグの先例ともいえる活

動が、昭和６３年（1988）には自治会連合協議

会主導の「買い物袋の持参推進運動」という形 
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で始まっていました（「私たちが守りたいもの」）。 

埋蔵文化財コーナーでは、「向原No.１遺跡」、

「向原No.２遺跡」（東中沢三丁目）などから出

土した縄文土器を展示します。 

ぜひ郷土資料館で「新しい鎌ケ谷のたからも

の」を見て、資料からのメッセージを考えてみ

てください。ご来館をお待ちしています。 

期間 １０月２２日(土)～１月２９日(日)の 

午前９時～午後５時。ただし毎週月曜日お 

よび１１月３日(木）・２３日(水）、１２月 

２８日(水)～１月３日(火）・１０日(火)は 

休館します。 

場所 郷土資料館２階展示室 

※ギャラリートークは実施しません 
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こんなすごいものが一本松遺跡から出土したんだ！ 

郷土資料館では、「ふすまの下張りに隠されて

いた地域の歴史」をテーマに、今年度１回目の

歴史講演会を開催します。 

「ふすまの下張り」というと、何やらミステ

リアスな響きがあります。かつての和風建築で

は普通に見られたふすまには、作成するときの

下張りとして文書の反故紙
ほ ご し

が使用されることが

ありました。反故となった文書は、当時の人は

不用と考えたのでしょうが、現在の私たちにと

っては近世から近代にかけての歴史を知る上で

かけがえのない史料となることがあります。 

今回の講演会では、市域を含め多くの下張り

文書に関わった第一人者が、貴重な歴史資料が

復元できた事例を紹介し、隠されていた歴史を

紐解きます。 

対象 市内在住・在勤・在学の人 

日時 １０月３０日(日)午後２時～４時 

場所 まなびぃプラザ研修室１ 

定員 ５０人(応募者多数の場合は抽選) 

講師 神山知徳さん(昭和学院中学校・高等学校

教諭) 

申し込み １０月１日(土)～１４日(金)の間に

郷土資料館☎４４５－１０３０(FAX：４

４３－４５０２)へ。抽選結果は１９日

(水)までに連絡します。 

※新型コロナウイルス感染症の感染状況に 

よっては、中止する場合もあります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ渦により中止していた夏休み子ども企

画「縄文人の生活ウォッチング」を３年ぶりに

開催しました。この講座は、大昔この鎌ケ谷の

地で生きた縄文人の生活を、遺跡から出土した

実際の土器を見たり、ふれたり、また火おこし

などの体験をとおして学ぶものです。 

 講座には小学校３年生から６年生までの９名

が参加。まず始めに縄文時代についての講義を

受けたあと、３班に分かれて「縄文土器にふれ

る体験」、「火おこし体験」、「一本松遺跡展の見 

 

 

 

 

 

 

学」をそれぞれ行いました。 

 参加した子どもたちからは、「小さな土器のか

けらから、色々なことが分かることがすごい。」、

「火おこしが、こんなに大変だったなんて知ら

なかった。」などの感想が聞けました。 
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令和２年（2020）１２月、市内初富の農家の

建物調査を行った際、母
おも

屋
や

の屋根裏から、たく

さんの御
お

札
ふだ

が見つかりました。御札は護
ご

符
ふ

の一

種で、守
まもり

札
ふだ

などともいい、携行可能で身につけ

られるものは御
お

守
まもり

と通称されています。神社

や寺などで配布される、紙や木の板などに社寺

名や祈願文言、神仏の絵などが記されたもので、

各種の災厄
さいやく

を除け、幸運をもたらすものとして

信じられています。 

 見つかった御札は、縄で縛られた大きな紙袋

に入れられていたものと、散在している状態の

ものとがあり、これらを整理した結果、１９２

種類・計３３０体の御札が確認されました。そ

の中でひときわ目をひいた、馬にまつわる２枚

の御札を紹介したいと思います（写真①②）。い

ずれも現在の市川市国
こく

分
ぶん

に所在する、竺
ちく

園
おん

寺（臨

済宗）が発行したもので、１枚は「馬
ば

頭
とう

観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

」像と牛馬、もう１枚は松の木に繋
つな

がれた

馬が描かれています。どちらも、馬頭
ば と う

観
かん

音
のん

の種
しゅ

子
じ

（仏像
ぶつぞう

の諸尊
しょそん

を梵
ぼん

字
じ

で表したもの）を記した

朱印が押されています。 

 竺園寺は、鎌倉時代後期に造立された十
じゅう

一
いち

面
めん

観世音菩薩を本尊とし、下
しも

総
うさ

三十三ヶ所観音霊

場の第18番札
ふだ

所
しょ

（巡礼者が参拝のしるしとして

札を受けたり納めたりする所）として知られて

います。なぜ、本尊とは別に、民間信仰では牛

馬の守護仏としても祀
まつ

られる馬頭観音の御札が

発行され、また、それはいつ頃のことだったの

でしょうか。 

 『市川市石造文化財調査報告書』によると、

竺園寺の境内に、大正８年（1919）以降に建立

された馬頭観音塔３基（うち１基は、日中戦争・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太平洋戦争中に出征して死んだ軍馬と思われる

供養塔）、また、昭和３年（1928）に陸軍野
や

戦
せん

重
じゅう

 

砲
ほう

兵
へい

第一聯
れん

隊
たい

によって建立された「軍馬忠
ちゅう

魂
こん

碑
ひ

」

１基を確認することができます。野戦重砲兵第

一聯隊は、大正１１年に神奈川県横須賀市から

移転し、市川町（現市）国府
こ う の

台
だい

に駐屯していた

旧日本陸軍の部隊です。国府台と隣接する国分

の地にあった竺園寺には、明治中期以降、軍馬

の埋葬を取り扱っていたという話が伝わってい

ます。 

 一方、御札が見つかった旧家は、明治初年の

初富開墾の際に入植しました。御札の宛先や、

御札とともにあった暦
こよみ

・筒
つつ

粥
がゆ

表
ひょう

、その他の文

書などから、大正初年から昭和３０年代頃まで

のものが、まとまって残されたと思われます。

聞き取りによると、かつて馬屋があり、馬を所

持していたこともわかります。 

 竺園寺と馬とのかかわり、また全国的にも、

馬頭観音の造立数が明治半ばから大正年間にか

けて最盛期となることとあわせ、２枚の御札の

来歴の一端が垣間見えるように思います。 

なお、今回ご紹介した御札は、１０月２２日

から開催する令和４年度新資料展において展示

します。 

 


